
審
議
会
に
諮
問
を
行
う
。「
家
庭

弁
当
肯
定
派
に
対
す
る
配
慮
を

ど
う
す
る
か
」「
財
源
を
ど
う
捻

出
す
る
か
」
等
を
審
議
し
て
い

た
だ
く
。
単
一
校
の
み
の
施
行

は
現
段
階
で
は
難
し
い
。

児
童
・
生
徒
が
増
え
て

い
る
。
教
室
不
足
に
つ
い
て
、

保
護
者
や
学
校
関
係
者
に
情
報

を
伝
え
、
長
期
的
な
展
望
を
持

っ
た
対
策
を
求
め
る
。

東
京
都
に
よ
る
と
、
平

ま
ず
１
校
を
実
施
す
る
た
め
に
、

建
設
中
の
青
嵐
中
学
校
で
行
う

こ
と
、
全
校
実
施
を
目
指
し
て

「
給
食
準
備
基
金
」
の
創
設
を
求

め
る
。

学
校
給
食
法
に
基
づ
く

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
平
成

18
年
年
明
け
に
学
校
給
食
運
営

成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

小
学
生
は
431
人
の
増
、
中
学
生

は
488
人
の
増
と
な
る
。
一
時
的

転
用
使
用
教
室
が
な
い
場
合
は
、

プ
レ
ハ
ブ
建
設
な
ど
で
対
応
す

る
予
定
。基

本
健
康
診
査
、
が
ん

検
診
の
無
料
制
を
守
り
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
徹
底
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

平
成
18
年
度
の
予
算
編

成
の
中
で
判
断
を
行
う
。

ら
だ
。
唯
一
地
区
計
画
を
立
て
ら

れ
る
か
に
か
か
る
。
努
力
し
て
い

る
の
か
。
跡
地
に
問
題
が
生
じ
た

場
合
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

今
回
の
場
合
は
誠
意
を

持
っ
て
応
じ
て
く
れ
て
い
る
。

環
境
問
題
は
、
企
業
の
責
任
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

緑
の
確
保
は
、
だ
れ
も

が
望
ん
で
い
る
が
、「
遠
く
の
緑
、

近
く
の
緑
」
の
問
題
は
常
に
残

る
。
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
て
い
く
べ
き
だ
。

多
く
の
市
民
は
わ
か
っ

て
い
る
の
だ
が
解
決
で
き
な
い
。

共
助
を
は
じ
め
、
緑
の
維
持
の

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
る
。

剪
定
枝
の
チ
ッ
プ
化
を

試
行
か
ら
全
面
実
施
に
せ
よ
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
か
ら
一

歩
進
ん
だ
も
の
に
検
討
す
る
。

中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

市
の
将
来
像
と
し
て
「
緑
の
多

い
自
然
豊
か
な
町
」
が
37
％
で

ト
ッ
プ
だ
。
市
長
の
思
い
は
。

次
代
を
担
う
子
供
達
に

良
好
な
環
境
を
引
き
継
い
で
い

く
の
が
私
の
使
命
と
考
え
る
。

教
育
施
設
が
迷
惑
施
設

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
青
少
年

の
育
成
は
社
会
全
体
で
取
り
組

む
命
題
で
は
な
い
か
。
対
応
は
。

教
育
活
動
に
地
域
の

方
々
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い

た
だ
く
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
。

方
々
の
力
も
か
り
て
い
る
。
ご

み
減
量
推
進
課
内
に
６
名
の
指

導
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
そ

の
増
員
を
図
り
、
地
域
住
民
と

の
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い

く
。

拡
大
生
産
者
責
任
に
つ

い
て
の
基
本
認
識
は
。

容
器
包
装
を
製
造
し
た

企
業
に
対
し
、
再
商
品
等
に
要

す
る
経
費
の
負
担
増
を
求
め
る

こ
と
は
東
京
都
市
長
会
を
通
じ

て
、
今
後
も
国
や
東
京
都
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広

域
処
分
組
合
の
追
徴
金
問
題
は
。

追
徴
金
は
、
何
と
４
億

１
千
万
円
強
と
な
る
。
ご
み
減

量
を
何
と
し
て
も
や
っ
て
い
く
。
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答
弁

市
内
の
大
企
業
撤
退
後

跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
多
く

の
課
題
を
残
し
た
。
そ
れ
は
市

の
か
か
わ
り
に
限
界
が
あ
る
か

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
緑
の
確
保

教
育
施
設
と
地
域
を
問
う遠

藤
　
源
太
郎
（
自
民
西
）

西
原
郷
土
資
料
室
は
資

料
の
整
理
充
実
が
ま
だ
不
十
分

だ
。
市
指
定
文
化
財
の
旧
下
田

名
主
役
宅
は
創
建
150
年
た
ち
老

朽
化
し
、
大
修
理
が
必
要
だ
。

郷
土
資
料
室
は
、
今
後

も
郷
土
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を

調
査
・
発
掘
し
市
民
に
展
示
し

て
い
く
。
民
間
所
有
文
化
財
は

基
本
的
に
所
有
者
等
に
管
理
保

全
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
が
、
修
理

等
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
と

き
は
、
補
助
も
検
討
課
題
と
し

て
い
る
。子

供
が
簡
単
に
殺
人
を

犯
す
な
ど
家
庭
や
社
会
が
「
し

市
文
化
財
の
充
実
と
保
全
、
子
供
の

安
全
管
理
、
商
業
の
振
興
策
は

海
老
沢
　
進
（
自
民
西
）

高
齢
者
の
経
済
状
況
を
考
慮
し
た

介
護
保
険
料
に
！

大
川
　
真
理
（
共
産
）

質
問

一
般
廃
棄
物
基
本
計
画

の
達
成
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
そ
の
評
価
は
。

推
計
量
４
万
８
千
120
ｔ

に
対
し
、
搬
入
実
績
は
４
万
１

千
472
ｔ
で
13
・
８
％
の
減
と
な

っ
て
い
る
。
排
出
量
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
粗
大
ご
み
は
推
計

量
671
ｔ
に
対
し
867
ｔ
で
29
・

２
％
の
増
。
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン

の
竣
工
で
増
と
な
っ
た
。

ご
み
減
量
に
と
っ
て
、

市
民
の
参
加
と
協
力
は
不
可
欠
。

そ
の
協
力
状
況
は
。

市
内
３
千
300
カ
所
の
集

積
所
の
自
主
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。
他
に
365
団
体
の
集
団

回
収
の
団
体
も
あ
り
、
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。
さ
ら
に
65

名
の
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
の

生
徒
・
保
護
者
の
希
望
に
応
え
、

中
学
校
給
食
を
実
施
せ
よ
！保

谷
　
清
子
（
共
産
）

わ
れ
て
い
た
介
護
予
防
事
業
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
費
に
ま
で
使
わ
れ
る
。

ま
た
、
税
制
改
正
の
影
響
で
、

保
険
料
が
１
段
階
ま
た
は
２
段

階
も
高
く
な
る
方
が
い
る
。
高

齢
者
の
経
済
状
況
を
配
慮
し
、

低
所
得
者
対
策
を
考
え
よ
。

社
会
的
に
大
変
な
方
に

負
担
が
重
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ

う
配
慮
が
必
要
。
十
分
検
討
し

た
い
。

認
知
症
高
齢
者
家
族
支
援
を

認
知
症
高
齢
者
家
族
へ

の
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
よ
。

充
実
強
化
を
図
る
。

介
護
保
険
の
見
直
し
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
、
要
支
援

１
、
２
の
利
用
者
は
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
が
作
成
す
る
が
、
そ
の
評

価
は
市
で
行
う
の
か
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
市
が

責
任
主
体
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
事

後
評
価
は
、
市
内
８
カ
所
設
置

予
定
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
い
、
最
終
的
責
任
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
負
う
と

理
解
し
て
い
る
。

新
要
支
援
者
が
介
護
サ

ー
ビ
ス
か
ら
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
移
る
と
き
、
空
白
は
な
い

の
か
。

経
過
措
置
が
あ
り
、
サ

ー
ビ
ス
は
途
切
れ
な
い
。

65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
は
、
今
ま
で
全
額
公
費
で
行

る
。
ア
ス
タ
専
門
店
街
の
営
業

管
理
を
主
な
事
業
と
す
る
こ
の

会
社
の
公
共
性
は
高
い
も
の
で

は
な
く
、
市
民
の
税
金
に
よ
る

投
資
に
つ
い
て
解
消
す
る
方
向

を
考
え
る
と
き
で
は
な
い
か
。

株
の
有
償
譲
渡
を
検
討

す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

日
本
共
産
党
は
こ
の
制
度
実

現
に
長
年
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

現
在
も
、
国
の
制
度
と
す
る
こ

と
を
、
ま
た
、
東
京
都
に
は
、

所
得
制
限
を
な
く
し
、
小
・
中

学
生
ま
で
対
象
年
齢
を
拡
大
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
制

度
の
拡
充
を
。

市
民
の
熱
い
期
待
に
こ

た
え
、
来
年
度
所
得
制
限
な
し

の
年
齢
枠
を
１
歳
拡
大
し
た
い
。

小
泉
税
制
改
革
の
影
響

配
偶
者
特
別
控
除
一
部

廃
止
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

公
的
年
金
控
除
の
引
き
下
げ
、

定
率
減
税
の
縮
減
な
ど
に
よ
る

影
響
は
延
べ
20
万
人
強
の
市
民

に
毎
年
13
億
円
弱
の
負
担
増
と

な
り
、
収
入
は
変
わ
ら
な
く
て

も
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保

険
料
な
ど
も
上
が
り
、
低
所
得

者
な
ど
は
大
変
な
事
態
と
な
る
。

市
の
対
応
は
。

社
会
的
弱
者
に
配
慮
し

た
政
策
を
検
討
す
る
。

ア
ス
タ
西
東
京
の
株
券
に
つ
い
て

ア
ス
タ
西
東
京
の
株
式

を
４
億
円
余
保
有
し
、
市
の
持

株
比
率
は
現
在
88
・
５
％
で
あ

子
育
て
支
援
策
の
充
実
と

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
政
策
を

倉
根
　
康
雄
（
共
産
）

現
在
の
外
注
弁
当
の
あ

っ
せ
ん
で
は
な
く
、
学
校
給
食

法
に
よ
る
中
学
校
給
食
の
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
16

年
１
月
の
生
徒
・
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
655
人
の
回

答
者
中
140
人
が
中
学
校
給
食
を

希
望
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

用
語
の
解
説

ご
み
減
量
は
全
市
民
の
参
加
と

協
力
で
市
民
の
力
に
頼
る
こ
と高

梨
　
功
（
共
産
）

○
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

O
p
en
S
o
urce

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
的
な
枠

組
み
と
な
る
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を

公
開
し
、
利
用
者
間
で
情
報
を

共
有
し
て
共
同
開
発
さ
れ
、
無

償
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
。

○
百
条
委
員
会

地
方
自
治
法
第
100
条
に
基
づ

く
議
会
の
調
査
の
権
限
を
委
任

さ
れ
た
委
員
会
。
特
定
事
件
の

調
査
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
場
合
が
多
い
。

○
内
部
障
害
者

心
臓
機
能
障
害
、
じ
ん
臓
機

能
障
害
な
ど
外
見
か
ら
は
障
害

者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く

い
障
害
を
も
つ
人
。

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

電
話
に
よ
り
案
内
等
の
対
応

を
行
う
部
署
ま
た
は
そ
の
機
能
。

○
タ
ミ
フ
ル

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
薬
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

直
接
作
用
す
る
世
界
初
の
経
口

薬
で
、
非
常
に
効
果
が
高
い
。

た
だ
し
、
発
病
後
48
時
間
以
内

に
服
用
し
な
い
と
効
果
が
な
い

と
言
わ
れ
る
。

○
地
域
経
営
戦
略
プ
ラ
ン

西
東
京
市
の
第
2
次
行
財
政

改
革
大
綱
。

○
ビ
オ
ト
ー
プ(b

io
to
p
e)

野
生
生
物
が
共
存
共
生
で
き

る
生
態
系
を
持
っ
た
場
所
を
意

味
す
る
合
成
語
。
本
来
は
生
物

が
生
息
す
る
た
め
の
最
小
空
間

単
位
を
意
味
し
た
が
、
現
在
で

は
都
市
な
ど
に
お
い
て
生
物
が

共
生
で
き
る
空
間
を
保
全
、
造

成
ま
た
は
復
元
し
た
場
所
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

て
も
よ
い
こ
と
悪
い
こ
と
、
絶

対
い
け
な
い
こ
と
。」
を
き
ち
ん

と
教
え
て
い
な
い
。
誤
っ
た
権

利
意
識
を
子
供
に
教
え
る
の
は

危
険
だ
。
最
近
連
続
し
て
子
供

が
殺
害
さ
れ
た
が
、
教
育
長
の

所
感
は
。子

供
を
殺
害
し
た
犯
人

の
残
虐
は
怒
り
に
耐
え
な
い
。

健
全
育
成
は
最
大
の
公
共
事
業

だ
。
家
庭
・
社
会
を
含
め
学
校

と
地
域
で
の
子
供
の
安
全
管
理

に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。

田
無
駅
北
口
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
と
も
り
、
周
辺

は
年
末
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
る
が
、
郵
便
局
前
通
り
や
旧

青
梅
街
道
筋
ま
で
は
及
ん
で
こ

な
い
。
市
の
商
店
街
振
興
策
は
。

町
並
み
を
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ
る

施
策
を
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
。
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田無駅北口のイルミネーション

遊歩道の緑（狭山・境緑道）

集積されたペットボトル（柳泉園）


